
  
  
  
  

デジタル空間インフラに対する NTT インフラネットの
取り組み

NTTInfraNet Smart Infra 推進部プラットフォーム戦略担当 担当課長 千葉 繁
ちば しげる

．．ははじじめめにに

インフラネット株式会社は、 が保有する

管路、とう道、マンホールなどの膨大な通信用地

下設備の構築、維持、管理を一元的にマネジメン

トする会社として設立されました。

グループの一員として「通信サービス」を

守る社会使命の一翼と情報通信インフラのプロと

して、「安心・安全・快適」な街づくりを通じ、地

域社会に貢献する役割を担っています。

インフラネットでは、日本全国の通信設備

の維持管理を、 を活用することで高度化させ、

インフラ管理の の促進に努めています。またそ

れらの知見を活かしながら、地理空間情報ビジネ

スにも取り組んでおり、日本全国をカバーする

電子地図や、 航空写真、地番地

図、行政界などの 基盤コンテンツを保有して

います。特に地番地図においては、土地の登記の

単位を表す筆を面データとして作成し、地番住所

を付与しております。これに 電子地図の

家屋データと住居表示住所を組み合わせることで、

土地と空間を、住所や座標を介して紐づける事が

可能になります。

これらのデータは、他のインフラ設備事業者様

はもちろんのこと、行政・金融・物流など様々な

シーンで利用されています。

また 年度からは、あらゆる地理空間情報の

位置の高精度化を行う取り組みも行っており、政

令指定都市の道路・歩道の境界、マンホール等の

位置座標を高精度（地図情報レベル 相当）に

取得を行った、高精度 空間情報を整備しました。

特集 土地・空間マネジメントのためのデジタルインフラの整備の進め方
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高精度 空間情報を活用することにより、位置精

度が低い地理空間情報の位置座標を高精度化する

ことが可能になります。

行政機関や企業で保有している情報には、位置

座標情報が付いていなかったり、付いていたとし

ても精度が確かではなかったり、 での活用が

難しいものが存在しています。特に設計図面など

は、設計業務での利用を目的に作成するため座標

情報の付与がされていないケースが多くあります。

その場合、維持管理フェーズになった時に、設計

図面を で活用し、スマートホンで取得した位

置座標付きの点検結果と組み合せるといった、管

理業務の 促進が図れないなどの弊害が出てき

ます。高精度 空間情報を活用することで、座標

が付いていない設計図面に高精度な位置座標を付

与することができるため、既存の知的財産の有効

活用が図れるともに、業務の 促進を進めること

が可能になります。

．．土土地地おおよよびび空空間間ママネネジジメメンントトへへのの取取りり組組みみ概概要要

インフラネットでは、土地と空間をマネジ

メントする仕組みとして、地番地図を活用した地

番 住居表示住所の相互変換および、建物座標・筆

座標を活用し、お客様が保有するデータを最大限

に活用する仕組みをご提供しています。

インフラネットでは、公開されている土地

の境界を表す筆境界情報を取得し、 データに

変換を行ったうえで、 電子地図上に重畳

したうえで、位置補正を行っております。これに

より土地の境界のような仮想的に設定されている

情報を、現実空間を基にして作られた電子地図に

統合することで、コンピュータ上で土地と空間の

マネジメントを行うことが可能になります。

これらの仕組みを使うことで、例えば都市計画

を立てるときに、開発エリアにどのような建物が

建っているかを把握したい時に、開発エリアの中

に入っている家屋を で取得を行ったり、

筆境界を検索して該当する土地の地番を取得し、

不動産登記の情報を取得したりすることが可能に

なります。また筆境界の形状と家屋の形状を空間

演算することで、土地に建設されている建物の住

所を取得することも可能になります。これらによ

って、都市計画を立てる上での様々なシミュレー

ションが可能になり、より実効性があり、効果の

高い計画を立案することが可能になります。

この時に重要なのが、筆境界の位置を
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電子地図に位置を同定させることです。位置を合

わせることで、データの位置精度を合わせること

ができるので、座標を利用した空間演算などの統

一したデータ処理を行うことが出来るようになり

ます。このように仮想空間と現実空間のデータを

統合する場合には、位置精度を合わせることが必

須となります。

また インフラネットでは、家屋と筆境界の

地理空間情報を保有していることから、現在国土

交通省で検討されている不動産 への対応につ

いても検討しており、家屋と土地の相互変換を不

動産 を介して行うソリューションの検討につ

いても進めています。

．．イインンフフララ設設備備ににおおけけるる空空間間ママネネジジメメンントト

インフラ設備の維持管理においても空間マネジ

メントの必要性は非常に高いものです。特に今ま

では単独のインフラ事業者が自社のインフラ設備

を行うために空間マネジメントを行っていました

が、近年になってその業務の維持も大変難しいも

のになってきています。

建設後 年以上経過する設備の割合が加速度

的に高くなりつつ、技術者の退職などに伴う人員

不足が進んできています。したがってインフラ事

業者では、業務の 化によって効率化を図ること

を進めてはいますが、その効果についても限界は

あります。

インフラネットでは、インフラ業界におけ

る設備劣化・人員不足などの諸所の課題を解決す

るためには、インフラ事業者各社の設備データの

シェアリングを行ったうえで、オペレーションの

シェアリング、テクノロジーのシェアリングを進

めることが重要と考えており、私たちは「

構想」と呼び、その実現に向けて取り組ん
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メントの必要性は非常に高いものです。特に今ま

では単独のインフラ事業者が自社のインフラ設備

を行うために空間マネジメントを行っていました

が、近年になってその業務の維持も大変難しいも

のになってきています。

建設後 年以上経過する設備の割合が加速度

的に高くなりつつ、技術者の退職などに伴う人員

不足が進んできています。したがってインフラ事

業者では、業務の 化によって効率化を図ること

を進めてはいますが、その効果についても限界は

あります。

インフラネットでは、インフラ業界におけ

る設備劣化・人員不足などの諸所の課題を解決す

るためには、インフラ事業者各社の設備データの

シェアリングを行ったうえで、オペレーションの

シェアリング、テクノロジーのシェアリングを進

めることが重要と考えており、私たちは「

構想」と呼び、その実現に向けて取り組ん

でいます。

特にデータシェアリングにおいては、先ほどの

土地と空間をマネジメントする仕組でも述べまし

たが、位置精度を合わせることが重要になってき

ます。筆境界と電子地図の位置を合わせたように、

各インフラ事業者の設備データを透過的に空間演

算するためには、その位置精度を合わせておく必

要があります。一般的にインフラ事業者の設備デ

ータは、背景地図に合わせて設備データを構築し

ている場合が多く、各インフラ事業者の設備デー

タを透過的に取り扱う場合には、それぞれの背景

地図の位置誤差を補正する必要があります。

インフラ事業者の設備データの位置の補正を行

うためには、設備データに共通的に記録されてい

る地形を基準にする必要があります。どの設備デ

ータにも共通的に記録されている地形としては、

道路やマンホールの蓋が考えられます。したがっ

て道路の境界やマンホールの蓋の精度が担保され

た位置座標を取得することが出来れば、そのデー

タを活用し各インフラ事業者の設備データの位置

補正を行うことが出来るようになります。

インフラネットでは、道路の境界およびマ

ンホールの地図情報レベル （水平位置精度 標

準偏差± ｍ）相当の位置精度で、政令指定都

市のデータ整備を行った、高精度 空間情報を保

有しています。

マンホールの蓋の位置を位

置基準（四角形に青い点）に

して、インフラ事業者の設

備データ（赤い点）を位置補

正する。

道路の境界の特徴のある

場所例えば交差点の角な

ど）を位置基準（青線に黒

店）にして、インフラ事業者

の道路境界（緑線に黒点）を

位置補正する。

【 表現】 【 表現】

航空写真提供：国際航業株式会社
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赤色の線は、道路および歩道の境界を図形表現

しています。緑の点は、マンホールの蓋の中心を

図形表現しています。黄色の塗りつぶしは、地下

街との連絡口（特別区のみ）を表現しています。

すべての図形には、緯度経度と標高がついており、

の表現はもちろん、 の表現を行うことも可能

です。

また高精度 空間情報の道路および歩道の境

界やマンホールの蓋の位置と、各インフラ事業者

の設備データについて、 次元の位置の補正計算

（ 次元空間アフィン変換）を行うツールについ

ては、一般的な ソリューションで対応するこ

とが可能です。ただし高精度 空間情報の道路お

よび歩道の境界やマンホールの蓋の位置と、設備

データの位置的に対応する場所を組み合わせる作

業自体は、人為的に実施する必要があります。

．．建建築築設設計計ににおおけけるる空空間間ママネネジジメメンントト

建築設計における、特に における高精度位

置管理についても、今後重要性が高まってくると

思っています。インフラ設備の空間マネジメント

が今後進んできた場合、道路側のインフラ設備が

高精度な位置座標を有する場合、 による民地

側の街区設計データについても高精度な位置座標

が求められていくと考えられます。

インフラネットでは、 年度の国土交通省

都市局の におけるユースケース

実証「地下埋設物データを活用した都市開発の 」

を実施し、高精度な位置座標を持つことの効果に

ついて検証を行っています。このユースケース実

証の中では、以下の取り組みを行いました。

① インフラ事業者の設備データに対して、高

精度 空間情報を活用し、高精度な位置座

標を付与したうえで、 都市モデル標準製

品仕様の地下埋設物モデルの定義に従って

都市モデル化を行う

② 再開発エリアの に対して、高精度 空

間情報を活用し、高精度な位置座標を付与

する

③ ②の に対して①の地下埋設物モデルを

インポートし、設計業務における効果の検

証を行う

設備インフラの空間マネジメントが進むことが

前提にはなりますが、建築設計の空間マネジメン

トを行うことで、建築設計の既存の業務フローを

最大約 ％削減できることを明らかにしました。

引用：地下埋設物データを活用した都市開発の 技術検証レポート
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データの位置的に対応する場所を組み合わせる作
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建築設計における、特に における高精度位

置管理についても、今後重要性が高まってくると

思っています。インフラ設備の空間マネジメント

が今後進んできた場合、道路側のインフラ設備が

高精度な位置座標を有する場合、 による民地

側の街区設計データについても高精度な位置座標

が求められていくと考えられます。

インフラネットでは、 年度の国土交通省

都市局の におけるユースケース

実証「地下埋設物データを活用した都市開発の 」

を実施し、高精度な位置座標を持つことの効果に

ついて検証を行っています。このユースケース実

証の中では、以下の取り組みを行いました。

① インフラ事業者の設備データに対して、高

精度 空間情報を活用し、高精度な位置座

標を付与したうえで、 都市モデル標準製

品仕様の地下埋設物モデルの定義に従って

都市モデル化を行う

② 再開発エリアの に対して、高精度 空

間情報を活用し、高精度な位置座標を付与

する

③ ②の に対して①の地下埋設物モデルを

インポートし、設計業務における効果の検

証を行う

設備インフラの空間マネジメントが進むことが

前提にはなりますが、建築設計の空間マネジメン

トを行うことで、建築設計の既存の業務フローを

最大約 ％削減できることを明らかにしました。

引用：地下埋設物データを活用した都市開発の 技術検証レポート

また および設備データを高精度な位置座標で

統合を行い、 次元で可視化を行うことで、建築

設計業務だけではなく、建築設計にかかわる各ス

テークホルダにおける合意形成が非常にしやすい

という効果も確認しました。今後 における測

量点の設定において、高精度な位置座標の付与を

行うことで、設備データをはじめとした様々な周

辺情報を統合することが可能になり、よりその効

果を高めていくことが出来ると考えています。

．．今今後後のの空空間間ママネネジジメメンントトのの進進めめ方方

前項でご説明した通り、筆境界などの現実世界

に存在しない仮想世界の地理空間情報や、道路や

家屋・設備といった現実世界に存在する地理空間

情報を透過的に空間演算などの処理を行うために

は、位置精度の補正を行う必要があります。今後

空間マネジメントを進めるにあたっては、仮想世

界や現実世界の地理空間情報の位置補正を、ユー

ザに利用しやすい条件で提供する必要があると考

えています。

インフラネットでは、位置基準である高精

度 空間情報の対応エリアの拡充や更新対応を

進めるとともに、インフフラ設備業界以外に

などを活用する建設設計業界や、 等を活用

する簡易測量ソリューション業界などへのマーケ

ットの拡大によるコストメリットの追求を図ると

ともに、あらゆる地理空間情報の位置精度の統合

を目指したソリューションの展開を考えています。

また行政が公開する様々な都市公開情報などの活

用が考えられることから、今後対応について進め

ていくことを考えています。

今後、空間マネジメントは の活用などを背景

に、様々な業界に発展していくと考えており、

インフラネットでは仮想世界と現実世界の空間的

な統合を足掛かりに、積極的に取り組んでいこう

と考えております。
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